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2555回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値

-
3 14 10,000 10,000 590 9,500 ○ 柱目3.5寸取り 10,000

16-18 11,000 11,000 957 10,500 ○ 柱目４寸取り 11,000
す 20-22 13,500 12,000 1,584 11,000 △ 中目 12,000

4 8-12 300 300 - 300 ○ 本＠ 300
13 9,500 9,500 646 9,500 △ 母屋取り 9,500
14 10,500 10,500 819 10,000 △ 桁目3.5寸 11,000

16-18 11,500 11,000 1,276 10,500 ○ 桁目　4寸 11,000
20-22 13,500 12,500 2,200 11,000 △ 中目 11,500

ぎ 24-28 18,000 14,000 3,780 10,000 ○ 中目 14,000
30-34 18,000 14,000 5,740 9,000 △ 二番玉節少 15,600
36- 36,200 14,300 7,407 9,000 - 根玉選木 16,600

6 16-18 15,500 15,500 3,023 15,500 ○ 通し柱 15,500
20-22 14,500 14,500 4,220 14,500 ○ 通し柱 14,500
24- 15,000 15,000 6,090 15,000 - 通し柱

3 14-15 15,500 15,000 885 14,000 ○ 柱目3～3.5寸 15,000
ひ 16 23,000 22,000 1,694 21,000 △ 柱目3.5～4寸 21,000

18-22 19,000 17,500 2,100 16,000 ○ 柱目４寸取り 19,000
4 8-12 330 330 - 330 ○ 本＠ 330

13 12,000 12,000 816 12,000 △ 3寸取り 11,000
14 16,000 16,000 1,248 15,000 △ 土台目3.5寸 16,500
16 22,000 21,000 2,142 21,000 △ 土台目3.5寸 20,000

の 18 20,000 19,000 2,470 18,000 ○ 土台目４寸 19,000
20-22 19,000 17,800 3,133 17,000 ○ 中目縁甲取り 18,500
24-28 38,000 18,600 5,022 14,000 ○ 中目 22,000
30-34 40,000 18,500 7,585 14,000 ○ 二番玉節少 22,300
30- 62,500 21,100 10,930 14,000 - 根玉選木 27,000

き 6 16 21,000 21,000 3,633 21,000 △ 通し柱３．５寸 20,000
17 26,000 26,000 4,498 26,000 △ 通し柱　４寸 25,000
18 30,000 30,000 6,510 30,000 △ 通し柱　 29,000
20 26,000 26,000 6,890 26,000 △ 25,000
22 25,000 22,000 6,974 22,000 △ 21,000

- - - - - -

1月29日1月29日1月29日1月29日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫   79台  79台  79台  79台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 754 753 99.8%
ヒノキ 906 905 99.8%
その他 43 40 92.8%

計 1,702 1,697 99.7%

《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　3月28日（土）～4月11日（土）次回の『つち』　3月28日（土）～4月11日（土）次回の『つち』　3月28日（土）～4月11日（土）次回の『つち』　3月28日（土）～4月11日（土）

令和2年1月30日

落　　　札　　　価　　　格

《スギ中目材変わらず好調》《スギ中目材変わらず好調》《スギ中目材変わらず好調》《スギ中目材変わらず好調》
　前回好調であったスギ4.0ｍ24-32ｃｍであるが、今回も
好調は続き一安心。好調に引っ張られるかのように、
34-38ｃｍ材も概ね好調であった。しかし、40ｃｍ上材に
明暗はっきりと分かれ、販売に苦慮した椪もあった。
ヒノキであるが、6.0ｍ16-22ｃｍと4.0ｍ14-16ｃｍは好調
を維持したまま。4.0ｍ18ｃｍは保合、20-22ｃｍは弱含
み、3.0ｍ16ｃｍは変わらず好調、18-22ｃｍにおいてはな
んとか保合で推移した印象である。
今後しばらくは、落ち着きながら保合で推移していくと思
われるが、製材品の動きにあまり良い話が聞かれないと
ころも一部ある。その為、今後どのように動いていくか多
少不安である。注視していかなければならないのではな
いか。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


